
 

更尽会 第９回総会・懇親会 

（２０１０年度） 

 

 

   と き 平成２２年７月４日（日） 

  ところ 茨城大学工学部都市システム工学科 

 

 

 

10:30～  受付     

11:00～11:45  第９回総会    

1２:00～1４:00  懇親会 

１．開会 

２．会長挨拶 

３．客員会員紹介 

４．客員代表挨拶 

５．乾杯 

－歓談－ 

６．中締め 

 

 

 

 

＜プログラム＞ 



 

 

 

更尽会（こうじんかい）について 

 

「更尽会」は茨城大学工学部建設工学科・都市システム工学科

の卒業生および教職員を中心とする同窓会であり、平成 13 年

5 月 12 日に行われました学科設立 20 周年記念式典において

発足しました。 

本会の名称「更尽会」は、茨城大学元学長であり、本学科の設

立にご尽力くださった黒木剛司郎先生に命名していただきま

した。 

「更尽」とは、有名な漢詩「君に勧む 更に尽くせ 一杯の酒 

西のかた 陽関を出ずれば 故人無からん」から二文字をとっ

たもので、この漢詩は遠く辺境の地に赴任する親友を送るにあ

たって王維という唐の詩人が読んだものです。 

黒木先生の同窓会名称の命名に関しては、「本学科で共に学ん

だものの友情を温め、これからも親睦を図って欲しい」との願

いが込められております。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

更 尽 会 第 ９ 回 総 会 

 

日時 平成 22 年 7 月 4 日（日）11 時 00 分～11 時 45 分 

場所 茨城大学 工学部 都市システム工学科 

 

 

議 事 次 第 
 

１．開会 

２．会長挨拶 

３．議長選出 

４．議事 

1) 2009 年度活動報告について［第 1 号議案］ 

2) 2009 年度決算報告について［第 2 号議案］ 

3) 第 5 期（2009～2010 年度）新幹事について［第 3 号議案］ 

4) 2010 年度活動計画について［第 4 号議案］ 

5) 2010 年度予算について［第 5 号議案］ 

6) 2010 年度会計監査役について［第 6 号議案］ 

7) その他 

５．閉会 
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［第 1 号議案］ 
 

更尽会 2009 年度活動報告 

 
１．第８回総会について 

 第 8 回総会を平成 21 年 7 月 18 日（土）、茨城大学工学部都市システム工学科において開催し、2008
年度の活動報告および決算、2009 年度の活動計画および予算などについて決議した。 
また、会員間の交流、在学生への更尽会の周知および在学生との交流を図るため、例年と同様に

会員および在学生との懇親会を実施した（出席者 47 名）。 

  
総会風景                  全員集合!! 

  
在学生との交流            福澤先生のご退職お祝い 

 
２．幹事会について 

第 17 回幹事会を次のとおり開催し、総会の議事内容及び本会の運営等について審議した。 
· 開催日時：平成 21 年 5 月 24 日（日）14:00～15:30 
· 開催場所：茨城大学都市システム工学科東棟 3F 会議室 
· 議事内容：第 8 回総会の議事内容、2009 年度会費納付案内等について 他 

 
３．ニュースレター2009 の発行について 

平成 21 年 10 月 15 日にニュースレター2009 を発行した。ニュースレター2009 には、第 8 回総会

の議決事項と各種案内を掲載した。会員名簿（2009 年度版）、会費納付案内、会員情報登録票、連絡

先不明者一覧などの各種案内と一緒に 829 名の会員に対して送付した。 
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４．年会費の納付状況（2010 年 3 月 31 日現在）について 

更尽会会費の納付案内を平成 21 年 10 月に実施した。また、郵便振替口座・自動払込希望者に対

しては平成 21 年 4 月 20 日に自動払込（9 名）を実施した。2010 年 3 月 31 日現在、各期の会費納付

状況は下表のとおりである。なお、全体の納付率は 17.7％（H21.3.31 現在）→17.6％（H22.3.31 現在）

となった。 
 

更尽会年会費納入状況（平成 22 年 3 月 31 日現在） 

口数 金額（円） 口数 金額（円）

建設工学科 1 S59 165 330,000 155 310,000 51.6

建設工学科 2 S60 102 204,000 188 376,000 35.2

建設工学科 3 S61 65 130,000 295 590,000 18.1

建設工学科 4 S62 136 272,000 294 588,000 31.6

建設工学科 5 S63 145 290,000 235 470,000 38.2

建設工学科 6 H01 215 430,000 188 376,000 53.3

建設工学科 7 H02 171 342,000 259 518,000 39.8

建設工学科 8 H03 124 248,000 326 652,000 27.6

建設工学科 9 H04 64 128,000 326 652,000 16.4

建設工学科 10 H05 107 214,000 313 626,000 25.5

都市システム工学科 1 H06 142 284,000 488 976,000 22.5

都市システム工学科 2 H07 72 144,000 638 1,276,000 10.1

都市システム工学科 3 H08 215 430,000 515 1,030,000 29.5

都市システム工学科 4 H09 151 302,000 559 1,118,000 21.3

都市システム工学科 5 H10 131 262,000 374 748,000 25.9

都市システム工学科 6 H11 99 198,000 621 1,242,000 13.8

都市システム工学科 7 H12 74 148,000 616 1,232,000 10.7

都市システム工学科 8 H13 39 78,000 531 1,062,000 6.8

都市システム工学科 9 H14 17 34,000 663 1,326,000 2.5

都市システム工学科 10 H15 33 66,000 627 1,254,000 5.0

都市システム工学科 11 H16 68 136,000 542 1,084,000 11.1

都市システム工学科 12 H17 63 126,000 667 1,334,000 8.6

都市システム工学科 13 H18 45 90,000 605 1,210,000 6.9

都市システム工学科 14 H19 51 102,000 609 1,218,000 7.7

都市システム工学科 15 H20 0 0 560 1,120,000 0.0

0 0 240 480,000 0.0

準会員 1 2,000 239 478,000 0.4

2,495 4,990,000 11,673 23,346,000 17.6

会員種別

正会員

合　計

大学院博士後期課程、その他

大学院都市システム工学専攻修了生

納付予定 納付率
（％）

納付済み
学科 期

卒業
年度

 
 
 
５．会員名簿（2009 年度版）の発行について 

2009 年 8 月 31 日現在のデータに基づく会員名簿（2009 年度・暫定版）を、平成 21 年 10 月に発

行した。会員名簿（2009 年度・暫定版）では、平成 20 年度卒業生までの会員（合計 1,468 名、客員

会員含む）の情報を掲載した。 
また、2009 年 9 月 30 日現在の連絡先不明者が 632 名であったことを踏まえ、学科設立 30 周年（2011

年）に発行予定の会員名簿［正式版］を充実させるために、会員情報の登録・更新を働きかけた。 
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６．学科支援活動（その１）－特別講師の派遣について－ 

在学生の就職活動等を支援する取り組み（授業「都市システム工学特別講義」の「職場研究」へ

の講師派遣）を以下のとおり実施し、学生からの好評を得た。2009 年度の講師派遣では、1 回の講

義枠に対して 3 名の会員に特別講義をお手伝いいただいた。 

更尽会から派遣した職場研究の特別講師一覧 

実施日時 講師名（卒業年度） 所  属 

平成 21 年 12 月 14 日 
10:30～12:00 

尾 林  寿 氏（平成 4 年度） 西原環境テクノロジー 

小 島  淳 氏（平成 7 年度） 八千代エンジニヤリング 

菊 地 信 幸 氏（平成 8 年度） 茨城県土木部 

 

   

 
 
 
７．学科支援活動（その２）－在学生の学術活動に対する報奨制度について－ 

 「学術活動に対する報奨の実施に関する要項」に基づき、2009 年度（平成 21 年度）に発表された

在学生の研究論文を対象として、更尽会賞（修士論文発表賞および卒業研究発表賞）を贈呈した。

以下に、表彰内容と受賞者等を示す。 
 

【表 1】更尽会賞の表彰件数と報奨金および記念品 
賞の名称 表彰件数 報奨金および記念品 

修士論文 
発表賞 

最優秀賞 1 件 賞状＋楯（トロフィー）＋報奨金（商品券） 
優秀賞 2 件 賞状＋報奨金（商品券） 

卒業研究 
発表賞 

最優秀賞 1 件 賞状＋楯（トロフィー）＋報奨金（商品券） 
優秀賞 3 件 賞状＋報奨金（商品券） 
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【表 2】更尽会賞の受賞者 

賞の名称 受賞者氏名 
（敬称略） 所属研究室 指導教員 

修士論文 
発表賞 

最優秀賞 丸山 陽佑 水圏環境 三村信男 教授 

優秀賞 
川村 浩雅 景観・空間設計 小柳武和 教授 
新宮 明彦 計画・交通 金 利昭 教授 

卒業研究 
発表賞 

最優秀賞 本橋  悠 防災・環境地盤工学 安原一哉 教授 

優秀賞 
小西 美香 構造・地震工学 呉 智深 教授 
須藤 真清 構造・地震工学 横山功一 教授 
宮城  光 景観・空間設計 桑原祐史 准教授 

 
＜修士論文発表賞＞            ＜卒業研究発表賞＞ 

   
最優秀賞の丸山さん           最優秀賞の本橋さん 

   
 左から川村さん、丸山さん、新宮さん  上段左から宮城さん、須藤さん、本橋さん 

                 下段左から今井翔子さん、小西さん 
                     （今井翔子さんは多賀工業会賞の受賞者） 
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［第 3 号議案］ 
 

更尽会第５期（2009～2010 年度）役員 
 

会 長 

卒業年度 氏  名 
昭和 59 年度 松 本 智 良 

 

副会長 

卒業年度 氏  名 
昭和 59 年度 大 谷 俊 夫 
昭和 60 年度 根 田 信 義 

 

幹 事 

卒業年度 氏  名 
昭和 59 年度 松 本 智 良 大 谷 俊 夫 

昭和 60 年度 根 田 信 義 蛭 町 修 身 

昭和 61 年度 野 中 伸 一 須 原   茂 

昭和 62 年度 小薗江   実 柏 崎 元 治 

昭和 63 年度 古 川 英 希 山 田 道 雄 

平成元年度 原 田 隆 郎 濱 崎   健 

平成 2年度 宮 本   仁 平 野 有 志 

平成 3年度 高 橋   学 人 見 満 博 

平成 4年度 小 林 卓 也 橋 本 則 保 

平成 5年度 大久保 啓 一 松 本 隆 弘 

平成 6年度 金 原 和 彦 三 瓶 大 介 

平成 7年度 藤 田 昌 史 庄 司 祐一郎 

平成 8年度 西 坂   淳 越 川   満 

平成 9年度 石 川 慎 吾 菊 池 稔 明 

平成 10 年度 飯久保   励 鈴 木 宏 幸 

平成 11 年度 岩 下 健太郎 小 針 修 一 

平成 12 年度 石 内 鉄 平 坂 本 宏 司 

平成 13 年度 高 崎 拓 也 古谷田   彰 

平成 14 年度 大 信 克 男 鈴 木 久美子 

平成 15 年度 伊 藤   徹 宮 内 大 輔 

平成 16 年度 鈴 木 希 美 米 川 義 幸 

平成 17 年度 大 森 慎 哉 小 林 正 明 

平成 18 年度 柴 田 はるか 信 山 和 大 

平成 19 年度 猪 狩   淳 杉 浦   航 

平成 20 年度 石 橋 直 樹 北 山 貴 大 

平成 21 年度   遠 藤 さち恵 ※   宮 崎 博 史 ※ 

※印：新幹事（案） 
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［第 4 号議案］ 
 

更尽会 2010 年度活動計画 

 
１．第９回総会について 

 第 9 回総会を以下のとおり開催し、2009 年度活動報告及び決算、並びに 2010 年度活動計画及び予

算などについて決議する。また、会員間の交流及び在学生への更尽会活動の広報等を図るため、会

員及び在学生との懇親会を企画する。 
（１）開催日時：平成 22 年 7 月 4 日（日）11:00～12:00 
（２）開催場所：茨城大学工学部（都市システム工学科） 
（３）開催内容： 

ａ）総会 議事内容：①2009 年度活動報告・決算について、②第 5 期新幹事について、③2010
年度活動計画・予算について、④2010 年度会計監査役について 他 

ｂ）懇親会（会員相互および在学生との交流）12:00～ 
 
２．幹事会について 

 2010 年度幹事会を以下のとおり開催する。なお、必要な場合には、臨時の幹事会を開催する。 
【第 18 回（2010 年度）幹事会 ＜開催済み＞】 

開催日時：平成 22 年 5 月 30 日（日）14:00～16:00 
議事内容：第 9 回総会の議事内容、2010 年度会費納付案内等について 他 

 
３．ニュースレター2010 の発行について 

第 9 回総会の議決事項と各種案内をお知らせするニュースレター2010 を、平成 22 年 9 月頃を目標

に発行する。 
 

４．更尽会年会費について 

2010 年度の会費納付案内を平成 22 年 9 月頃に実施する。なお、平成 22 年 3 月 31 日現在における

郵便振替口座・自動払込希望者に対しては、平成 22 年 4 月 20 日に自動払込を実施する（既に実施

済み）。また、会費納付に関する働きかけを継続して実施する。 
 
５．会員情報の充実について 

平成 21 年 10 月に「会員名簿（2009 年度暫定版）」を発行したが、600 名以上の連絡先不明者がい

ることから、会員情報の継続的な収集に努める。 
2011 年度は学科 30 周年に当たることから、会員名簿の正式版の発行も予定する。このため、更尽

会 Web ページで情報登録を働きかけ、会員情報を充実させる。 
 
６．学科支援活動について 

在学生への就職支援活動および学術活動への報奨制度を継続し、学科とのつながりを一層深め、

在学生に対して更尽会の存在を更にアピールする。具体的には、特別講師の派遣による講義支援を

継続するとともに、更尽会賞（修士論文発表賞および卒業研究発表賞）による在学生の学術活動に

対する表彰を実施する。 
 



［第5号議案］

更尽会2010年度（2010.4.1～2011.3.31）予算

【収入の部】 （単位：円）

科　目 2009年度決算 2010年度予算 備　　　　考

年会費納入 356,000 500,000 2010.4.1～2011.3.31の年会費納入

寄付 0 0
雑収入 106 324 利息など

前年度繰越金 1,282,973 1,015,676
計 1,639,079 1,516,000

【支出の部】 （単位：円）

科　目 2009年度決算 2010年度予算 備　　　　考

通信費 275,320 250,000 総会開催通知、年会費納入通知、名簿送付費等

備品・消耗品費 10,418 20,000 事務用品等

会議費 0 10,000 会議室使用料、会議用お茶代等

印刷費 146,850 150,000 名簿作成費、封筒・ハガキ等の印刷

交通費 26,640 100,000 幹事、会計監査、特別講師交通費等

総会運営費 48,600 50,000 会場設営、総会企画（在学生との懇談会）運営等

報奨費 53,650 60,000 在学生学術活動の報奨

雑費 61,925 50,000 年会費振込手数料、発送作業アルバイト代

予備費 0 826,000 企画準備金、弔事関係経費等

次年度繰越金 1,015,676 0
計 1,639,079 1,516,000

－8－
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［第 6 号議案］ 
 
 
 

 更尽会 2010 年度 会計監査役（案） 
 

卒業年度 氏  名 

平成 14 年度 川 又 雅 史 

平成 17 年度 内 田 佳 子 
 
 
 



第9回総会：参考資料

更尽会会員構成（2010年4月1日現在）
（人）

会員種別 定員 故人

19 19

18 1 17

建設工学科 1 S59年度卒 32 32

建設工学科 2 S60年度卒 29 29

建設工学科 3 S61年度卒 36 36

建設工学科 4 S62年度卒 43 43

建設工学科 5 S63年度卒 38 38

建設工学科 6 H01年度卒 41 1 40

建設工学科 7 H02年度卒 43 43

建設工学科 8 H03年度卒 45 45

建設工学科 9 H04年度卒 39 39

建設工学科 10 H05年度卒 42 42

都市システム工学科 1 H06年度卒 63 63

都市システム工学科 2 H07年度卒 71 71

都市システム工学科 3 H08年度卒 73 73

都市システム工学科 4 H09年度卒 71 71

都市システム工学科 5 H10年度卒 70 2 68

都市システム工学科 6 H11年度卒 72 72

都市システム工学科 7 H12年度卒 69 69

都市システム工学科 8 H13年度卒 57 57

都市システム工学科 9 H14年度卒 68 68

都市システム工学科 10 H15年度卒 66 66

都市システム工学科 11 H16年度卒 62 1 61

都市システム工学科 12 H17年度卒 73 73

都市システム工学科 13 H18年度卒 65 65

都市システム工学科 14 H19年度卒 66 66

都市システム工学科 15 H20年度卒 56 56

都市システム工学科 16 H21年度卒 58 58

25 25

準会員 26 26 26

1,536 5 1,531 1,531

客員会員

大学院博士後期課程、その他

合　計

大学院都市システム工学専攻修了生

正会員

現員

36

1,469

区分

現教職員

旧教職員



更 尽 会 会 則 

 

平成 13 年 5 月制定 

平成 19 年 6 月改正 

 

第１章 総 則 

（目 的） 

第１条 本会は、「更尽会」と称し、会員相互の

親睦を図るとともに、会員の技術、識見、

品格の向上を図ることを目的とする。 

（事 業) 

第２条 本会は、前条の目的達成のため、次の事

業を行う。 

(1)会員名簿の発行 

(2)会報の発行 

(3)その他目的達成に必要な事業 

（会 員） 

第３条 本会の正会員は、次のとおりとする。 

(1) 茨城大学工学部建設工学科及び都市

システム工学科の卒業生 

(2) 茨城大学大学院工学研究科建設工学

専攻及び都市システム工学専攻の修

了生 

(3) 茨城大学大学院理工学研究科都市シ

ステム工学専攻の修了生 

２．茨城大学大学院工学研究科及び理工学研

究科博士後期課程の修了生で、主指導教官

が都市システム工学科の教官であった者、

及び本会の目的・事業等に賛同できる者は、

本会の準会員とする。 

３．茨城大学工学部建設工学科及び都市シス

テム工学科の教職員及びその職にあった

者は、本会の客員会員とする。 

 

第２章 役 員 

（役 員） 

第４条 本会の役員として、会長１名、副会長２

名、幹事各学年２名を置く。 

２．役員の任期は２年とし、再任を妨げない

ものとする。 

（幹 事） 

第５条 幹事は、各学年の会員より推薦し、総会

において承認する。 

２．幹事は、幹事会の構成員となる。 

３．幹事は、本会の運営に必要な事務を行う。 

（会長及び副会長） 

第６条 会長及び副会長は、幹事の互選により選

任する。 

２．会長は、会務を総理し、本会を代表する。 

３．副会長は、会長を補佐し、会長に事故が

あるとき又は会長が欠けた時は、会長が予

め指定する副会長がその職務を代理する。 

第３章 会 議 
（総 会） 
第７条 会員総会は、毎年１回会長がこれを召集

する。 
２．会長は、必要な場合には、臨時に総会
を召集することができる。 

（幹事会） 
第８条 幹事会は、毎年１回会長がこれを召集す
る。 

２．会長は、必要な場合には、臨時に幹事
会を召集することができる。 

３．幹事会は、次の各号に掲げる事項を審
議する。 
(1)本会の予算及び決算 
(2)事業計画 
(3)その他本会の運営に関する重要事項 

 
第４章 会 計 

（収入源） 
第９条 本会は、正会員及び準会員より徴収する

会費、寄付金及びその他の諸収入により運
営する。 

（会 費） 
第１０条 本会の正会員及び準会員は、年会費と

して 2,000 円を納付するものとする。 
２．年会費の納付は入会後 10 年間分とし、
毎年納付または一括納付のいずれかによ
るものとする。 

 
（会計年度） 
第１１条 本会の会計年度は、毎年４月１日より

３月３１日までとする。 
（会計報告） 
第１２条 収支決算は、毎年１回これを各会員に

報告する。 
（会計監査） 
第１３条 会計監査役は、会長が会員のうちから

２名を推薦し、総会において承認する。 
２．監査役は、本会の会計事務の監査を
行うものとする。 

 
第５章 雑 則 

（会則の改正） 
第１４条 この会則の改正は、総会の議決による。 
（委 任） 
第１５条 この会則に定めることのほか、本会の

運営に関して必要な事項は、幹事会が定
める。 

 
附 則 

この会則は、平成 13 年 5月 12 日から施行する。 
附 則 

この会則は、平成 19 年 6月 16 日から施行する。 




